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本
村
伸
子
衆
院
議
員
は
10
日
の
決

算
行
政
監
視
委
員
会
分
科
会
で
、
国
立

病
院
の
院
内
保
育
を
委
託
さ
れ
て
い
た

ピ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社
が
、
来
年
３
月
末

で
全
面
撤
退
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
、

保
育
と
雇
用
の
継
続
を
求
め
ま
し
た
。 

 

国
立
病
院
の
院
内
保
育
所
は
２
０
０

４
年
度
か
ら
同
社
に
民
間
委
託
さ
れ
、

１
７
年
度
は
全
国
１
１
１
の
院
内
保
育

所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同

社
の
全
面
撤
退
で
、
子
ど
も
３
６
３
４

人
、
保
育
士
な
ど
の
職
員
１
２
３
８
人

が
影
響
を
受
け
ま
す
。 

 
２
０
０
４
年
、
ピ
ジ
ョ
ン
が
委
託
を

う
け
た
と
き
も
大
混
乱
が
起
き
ま
し

た
。
も
と
も
と
国
立
病
院
の
院
内
保
育

所
で
働
い
て
い
た
保
育
士
・
賃
金
職
員

は
、
な
く
な
く
退
職
し
て
、
賃
金
な
ど

労
働
条
件
が
下
が
っ
て
も
、
保
育
を
維

持
し
よ
う
と
ピ
ジ
ョ
ン
で
働
い
て
、
子

ど
も
た
ち
の
保
育
と
病
院
の
体
制
を
守

っ
て
き
ま
し
た
。 

本
村
氏
は
、
再
び
大
混
乱
を
起
こ
し

て
い
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
べ
、

「
保
育
の
継
続
、
保
育
士
の
雇
用
の
継

続
、
医
療
体
制
保
障
を
」
と
迫
り
ま
し

た
。
塩
崎
恭
久
厚
生
労
働
相
は
「
大
事

な
こ
と
は
、
保
育
士
に
つ
い
て
引
き
続

き
同
じ
職
場
で
勤
務
が
続
け
ら
れ
る
こ

と
。
子
ど
も
や
お
母
さ
ん
が
困
ら
な
い

よ
う
に
、
そ
う
い
う
対
応
を
国
立
病
院

機
構
が
す
る
よ
う
に
見
て
ま
い
り
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

武
田
良
介
参
院
議
員
は
13
日
の
環

境
委
員
会
で
、
遺
伝
子
組
換
え
（
Ｇ
Ｍ
）

生
物
等
の
使
用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物

多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
カ
ル

タ
ヘ
ナ
法
）
改
正
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。 

 

今
回
の
法
改
正
は
、
Ｇ
Ｍ
生
物
に
よ

る
影
響
の
予
防
策
に
加
え
、
損
害
の
回

復
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。 

武
田
議
員
は
、
三
重
県
内
の
国
道
23

号
線
沿
い
に
生
育
し
て
い
る
Ｇ
Ｍ
西
洋

菜
種
の
割
合
と
、
菜
種
油
を
生
産
す
る

た
め
に
Ｇ
Ｍ
菜
種
が
輸
入
さ
れ
、
三
重

県
四
日
市
港
か
ら
工
場
に
運
ぶ
と
き
に

種
が
道
路
に
落
ち
て
Ｇ
Ｍ
種
が
自
生
し

て
い
る
問
題
を
質
し
ま
し
た
。 

Ｃ
Ｏ
Ｐ

22

参
加
の
経
験
か
ら 

武
田
氏 

参
考
人
質
疑
で 

 

武
田
良
介
参
院
議
員
は
、
12
日
の
国

際
経
済
・
外
交
調
査
会
で
外
交
能
力
の

向
上
を
テ
ー
マ
に
し
た
参
考
人
質
疑

で
質
問
し
ま
し
た
。 

武
田
議
員
は
、
昨
年
11
月
、
モ
ロ
ッ

コ
で
開
か
れ
た
第
22
回
国
連
気
候
変

動
枠
組
み
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

22
）
に
参
加
し
た
経
験
か
ら
、
地
球
温

暖
化
対
策
で
の
各
国
議
員
間
の
対
話

の
重
要
性
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
参
考
人
の
川
口
順
子
元

環
境
相
は
、
「
政
府
だ
け
で
は
国
の
政

策
が
染
み
わ
た
ら
な
い
。
議
員
間
の
話

し
合
い
は
結
果
に
つ
な
が
り
や
す
く
、

広
く
理
解
が
寛
容
さ
れ
る
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

国
立
病
院
内
保
育
所
の
民
間
会
社
撤
退
問
題 

保
育
と
雇
用
の
継
続
を 

 

本
村
議
員 

78
％
が
Ｇ
Ｍ
西
洋
菜
種
で
あ
る
」
と
答

え
、
ま
た
、
主
要
な
菜
種
輸
入
港
周
辺

の
主
要
輸
送
道
路
付
近
で
、「
輸
送
中
に

こ
ぼ
れ
落
ち
た
Ｇ
Ｍ
西
洋
菜
種
と
西
洋

菜
種
と
の
交
雑
が
確
認
さ
れ
て
い
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。 

武
田
議
員
は
、「
江
戸
の
明
か
り
は
伊

勢
で
持
つ
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
三
重
の

ナ
バ
ナ
の
歴
史
は
古
い
、
県
の
ブ
ラ
ン

ド
野
菜
と
Ｇ
Ｍ
と
の
交
雑
を
防
ぐ
た

め
、
市
民
が
道
路
に
自
生
し
た
Ｇ
Ｍ
菜

種
を
引
き
抜
い
て
い
る
と
苦
労
を
紹
介

し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
武
田
議
員
は
農
業
を
含
む
Ｇ

Ｍ
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
規
定
等
を
法

案
に
盛
り
込
む
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

亀
澤
局
長
は
「（
法
改
正
に
よ
っ
て
環

境
相
が
）
損
害
の
回
復
を
図
る
た
め
必

要
な
措
置
を
命
ず
る
こ
と
と
し
て
い

る
」
と
答
え
、
山
本
公
一
環
境
相
は
、

「
Ｇ
Ｍ
生
物
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の

悪
影
響
を
未
然
に
防
ぐ
、
万
一
損
害
が

環
境
省
の
亀

澤
玲
治
自
然
環

境
局
長
は
、
「
国

立
環
境
研
究
所

に
よ
る
調
査
で

は
、
75

％
か
ら

生
じ
た
場
合
は
適
切
な
対
応
を
と
る
、

着
実
な
実
施
に
努
め
た
い
」
と
答
え
ま

し
た
。 本

村
議
員
に
、
質
問
を
見
た
方
か

ら
手
紙
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

以
前
、
国
立
病
院
で
働
き
、
院
内

保
育
所
を
利
用
し
て
い
た
名
古
屋

市
北
区
の
女
性
で
す
。 

「
（
２
０
０
４
年
の
）
い
き
さ
つ

も
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
り
、
涙
が
出

ま
し
た
。
子
ど
も
、
医
療
労
働
者
、

保
育
士
の
立
場
か
ら
何
が
大
切
な

の
か
、
本
当
に
よ
く
わ
か
っ
て
い
て

頼
も
し
く
思
い
ま
し
た
」 


